
活用効果評価結果
令和元年度 近畿地方整備局　　新技術活用評価会議
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　従来技術より劣る

追跡調査 　

継続調査を行い、耐久性について確認し再評価を実施する。よって、情報種別記号「-VR」とする。
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鋼道路橋塗装・防食便覧(一般外面の塗替えRc-Ⅰ)
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次回以降の評価に
対する視点と評価の

必要性

留意事項

活用効果調査表に
おける改良点及び要

望

耐久性の向上、地球環境への影響抑制、品質の向上

アースコート防錆-塗装システム

〔副題：鋼構造物の長期防錆性、耐塩害性、安心安全施工、工期短縮、施工コスト・長寿命化対策への将来コストの削減を実現した環境配慮型-防錆塗装システム〕

鋼道路橋塗装・防食便覧(一般外面の塗替えRc-Ⅰ)

エポガードシステム

Rc-1塗装系(1種ケレン)

素地調整を1種ケレン

区分 工法 有用な技術の位置づけ 活用促進技術

一般重防錆防食塗装システム(一般外面の塗り替えRc-Ⅱ)

一般重防錆防食塗装システム(一般外面の塗り替えRc-Ⅱ)

鋼構造物の防錆(防食)-塗装工程についてシステム化した技術である。表面処理(EARTH COAT防錆前処理剤)と錆塗装(EARTH COAT防錆塗料)とを併用
することで鋼材面を安定化させ長期間に渡って防錆する。橋梁長寿命化修繕塗装等で素地調整を簡略化し、コスト削減及び環境配慮を図れる工法である。

KK-110056-VR

参考の評価基準に基づき「従来技術より優れる」と位置づけされる。

・1種ケレンから3種ケレンになり、ケレン作業が軽微になるため施工性が向上する。
・新技術ではブラスト処理の必要がなく騒音・粉塵の発生が軽減できる。
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技術の改良を強く望む

対象工事

今後、当該技術を活用
出来る工事に活用した
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今後も是非活用したい 活用を検討したい
場合によっては活用すること
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防食方法(鋼道路橋塗装・防食便覧Rc-1)

鋼道路橋塗装・防食便覧(一般外面の塗替えRc-I)
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